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研究成果の概要（和文）：周術期に行われる薬物治療の効果を入院期間や合併症の発症を指標とし定量的に評価
することを目的とし、診断群分類包括評価制度(DPC)データを用いて、冠動脈形成術、整形外科手術(人工骨頭挿
入術など)、腹腔鏡下胆嚢摘出術、肺切除術、膀胱悪性腫瘍手術時に投与される抗菌薬、麻酔薬(全身)、鎮静
剤、抗精神病薬、HMG-CoA還元阻害剤、抗凝固薬の影響について、術後合併症、術後入院日数、ICU入院日数、入
院日数、転帰等を効果の指標として評価した。その結果、麻酔薬の使用方法によって、一部の指標に影響が見ら
れた。

研究成果の概要（英文）：We aimed to clarify the effect of perioperative pharmacotherapy by 
evaluating the inpatient term and frequency of complication quantitatively. We analyzed the effects 
of antibiotics, general anesthetics, sedative drugs, antipsychotic drug, statin, and anti-coagulants
 on the frequency of complication, inpatient term, ICU inpatient term, and outcome by using DPC 
data. The result indicated that general anesthetics affected on the outcome.

研究分野： レギュラトリーサイエンス
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１．研究開始当初の背景 
 周術期においては、患者の術後の早期回復
を目的として予防的な抗菌剤の投与や術後
血栓予防のための抗凝固薬投与等の様々な
薬物治療が実施される。しかし、これらの周
術期薬物治療の効果については、手術の対象
となった疾患の程度が一定でないことや、手
術担当医の習熟度に差があることなどから、
少数症例を対象にした小規模な解析では、個
別の周術期薬物治療が患者の術後回復にど
の程度貢献しているのか、定量的に検討する
ことは難しい。一方、平成 15 年度より開始
された医療費の定額支払制度において導入
された診断群分類包括評価制度（Diagnosis 
Procedure Combination; DPC）では、急性
期医療における患者情報や医療プロセスに
関わる全ての医療情報を標準化したデータ
として取り扱っている。また、DPC データに
は、入院時での医療行為に関する詳細な日付
情報が含まれていることから、入院医療にお
ける医療プロセスの詳細の解析に適したデ
ータとなっている。DPC 制度は、平成 24 年
度には既に約 1,500 の医療機関に導入されて
おり、全ての DPC データは厚生労働省のデ
ータサーバーに蓄積されている(ナショナル
DPC データベース)。このように、ナショナ
ル DPC データは我が国における急性期医療
行為の大半をカバーしていることから、急性
期医療に関する大規模薬剤疫学研究の貴重
なデータベースである。特に、我が国の場合
は、原則的に皆保険制度下での全ての医療行
為が対象となっているため、全国民を対象に
した調査が可能になる。従って、医療行為が
平準化され、入院医療における一般的な医療
プロセスの傾向を解析するためには特に有
用性が高い。以上の様な背景から、厚生労働
省では平成 24 年度より公益性の高い疫学研
究への DPC データ（サンプリングデータセ
ット）の提供を開始した。 
 
２．研究の目的 
 本研究においては、DPC データを用いるこ
とによって周術期薬物治療の効果について
入院期間を有効性の指標として評価するこ
とを目的とした。具体的には、厚生労働省よ
り提供されるナショナル DPC データを用い
て、探索的および検証的に個別の薬物治療や
その他の周術期管理における医療行為が入
院期間の短縮にどの程度寄与しているのか
を多変量解析等の統計解析手法によって明
らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 DPC データの様式１，３，４および D フ
ァイル、EF 統合ファイルのデータより入院
時の全ての医療行為に関する情報を抽出し、
術後の入院期間に与える周術期薬物治療の
影響を検討した。基本的な解析手法としては、
入院期間を目的変数とし、患者背景（主傷病
名を含む）、手術内容（術式、麻酔法）、薬物

治療（医薬品名、投与時期、投与期間、投与
量）およびその他の周術期管理のための医療
行為を説明変数としたロジスティック重回
帰分析を行い、各説明変数の寄与率を算出す
る。並行して、説明変数間での交絡について
も検討した。 
・研究対象期間；平成 27 年 7 月～平成 28 年
9 月（14 ヶ月分） 
・研究対象手術：冠動脈形成術、整形外科手
術（人工骨頭挿入術など）、腹腔鏡下胆嚢摘
出術、肺切除術、膀胱悪性腫瘍手術 
・研究対象薬剤：抗菌薬、麻酔薬(全身)、鎮
静剤、抗精神病薬、スタチン、抗凝固薬 
・研究対象合併症：術後感染症、術後せん妄、
心臓手術後の合併症、塞栓症、術中・術後出
血 
 
４．研究成果 
平均入院日数に与える影響 
整形外科手術（人工骨頭挿入術など）を受け
た患者について、術中・術後に投与を受けた
抗菌薬ごとに平均入院日数を算出した。その
結果、投与される抗菌薬によって、平均入院

日数に違いがみられ、抗菌薬による影響があ
ると考えられた。一方で、用いる抗菌薬と手
術内容との関連性や、投与量、併用薬、等挙
期間等による影響も考えられることから、こ
れらの要因を調整した上で、抗菌薬の平均入
院日数への影響を調べる必要があると考え
られた。 
 
術後合併症に与える影響 
投与された全身麻酔剤や鎮静剤による術後
せん妄の発生率に与える影響を調べた。その
結果、麻酔薬の使用方法によって、一部の
アウトカムに影響が見られた。また、ワル
ファリンおよび新規経口抗凝固薬(NOAC)の
投与中止および再開のパターンについてが、
術中出血量や術後の塞栓症の発症に与える
影響を調べたところ、アウトカムへの影響
は見られなかった。 
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